
私が提言している「いのちを守る森の防波堤構想」は、関東か
ら東北に至る太平洋沿岸の被災跡地にこの本物の森による緑の
防波堤を築くことであり、堤づくりに必要な大量の土の調達と
がれき処理の二つの問題を同時に解決できる。

今回の提言は、がれきを廃棄物として処理す
るのではなく、津波対策と環境保全策に有効
活用しようというもので、がれき処分の費用
を極力減らす経済的効果も得られる。
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